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Zyungo YOSIDA 1948 Absorption of Sun-Bea，ms by Snow Layer. Low Temterature 

Science 4. (With English resume p. 25) 

積雪 lζ・よる日射の報牧

吉田順五

〈低滋科祭研究所 賂:用物理主祭部門〕

I 表面にまいた土の影響

(1) うちのりが，たてよと 11.5x 22.0 cm，ふかさ 10cmの木の箱をふたつ作って，雨方に

ゐなじ性質の零を烏なじ僚{牛でいっぱいにみたす.箱のよと板に，うえのへりから 1.5cm，3.3 

cm， 6.7 cmへだたったととろに穴をとるけて，直径 3mmのほそいアルコ{ル寒暖計を水王子にさ

しとみ，寒暖計の球部が箱の中心線のうえにくるようにしてゐ<.とうして，零の表面から，

三つの深さの勤の温度をはかる.寒暖討にうえから順々に 1，2. 3と番蹴をつける.すなわち，

寒暖計 1 ………… 表面の下 1.5cm 

// 
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でるる.
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ミ伊

ふたつの胞のうち，一方には零の表面に土をまいて，あらかじめ前方の施le低温室のなかで
表

-10"Cぐらいにひやしでj:sく.とれを屋外の積零のなかに哩やめ，箱の去かの零の表面がちょ

うど顧客の表面と訟なじ高さになるようにして日光をあてる.ニi~をごまいていない摘を 1，まいた

箱を 11とすると， 1と11とは日光の影響についてのほかはほど沿なじ僚件にあるDで，箱のな

かの零は，まわりむ積雪.や空気から熱をうけてしだいにあ?とたまるが，とのととによる温度の

上昇はふたつひ箱であいひとしい. との原因による温度上昇に， 日光による温度上J干の:重たっ

てその和の温度が寒暖討にるらわれる. LたがっL，~有 I と箱 11 との温度の差は，零の去商に

まいた土によって吸j炊きれた日光の熱の影響ーをあらわすととになる.

(2) 第1闘の (b)と(c)とに，雪.ひ友商に石茨の粉と土の粉とをうす黒くなる程度にまいた

ときの測定結果をとしめした (b)は石茨のとな， (c)は土をまいたものである.統制lは時刻で，

ロ{マ数字は時7ラピヤ数字は分をあらわず.質線除去面が白いま Lの箱 Iの温度で，破線が

粉をまいた箱11の温度でるる. 1， 2， 3は寒暖，liの君子蹴で，箱11の寒暖計の帯枕にはダッシユ

をつけた.Aとある矢印は，そとで箱のふたをとって日光をあてはじめたととをしめす.

f氏i昆科革研究所業絞，第56~}Iè. 

fまi恩科嬰寄~4i降昭和23&p 
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i毘皮はみな去商を諜くした箱IIの方がたかい.表面が黒いと日光がよく吸J伐されるためでる

日光の強色気温，…風、速なEは一定でなく艶化ずるので，表面にちかい 1，2の温度はその

膨響をうけて複雑た箆化をとするが，温度3は表面から 7cmのととろの温度で，表面でのとまか

る.

それで、，温度3だけをとみるととにい変化の影響は千均されてし警って， ζLまでは及ばない.

して，温度1，2は参考として考えるととにする.
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. (1)) (c)に警告いれてある温度，主主皮は叙滋.風速でるる.

XI. tO ヰ(l。。
ハリ0.4 o 

日光をるてだしてから， 3と3'とはほとんど一致しているが，多少3'の方がふたをとって，

ひくい.そして， 20--25分たつと， Yと3との差があらわれてきて，3'が3よりもたかくなる.

表面にまいた粉に吸J炊日光の強さは，細かい援勤をのぞけば，時間的にほど一定でるるから，

つぎ

との熱量が零Dなかに停わるようすを致事的にかんがえる.(定常献態でないので，粉が吸

i投ずる熱量が一定でも，粉の温度は袋化して.qは一定でないかもしれない.

したがって，粉から零にうたわる熱託 qも一定になる.Eきれるエネルギ、目も一定である.

に，

しかし，粉の熱容

だいたいに於て qを一定とみてさしっかえない.)iをは小さいから，

零の表面に原賠をとって，坐標おを去商に垂直に零のなかにむかつてとると(3) 

。を温度， tを時間

として，x=oでは

q 口一 μ(~~-)。
leJθ¥ 

の関係がなりたつ.μ は零の熱博導率で，戸 constでるるから，x=Oでの温度勾配{百人
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は一定になる.tく Oではθ(x，t) = 0 i'Qi量産分布であったととろえ， t = 0からは巳まって x-
Oに qlpの温度勾盟がるらわれたとして，熱1l1T韮の--"0:;:たY己の徴分方程式をとくと， 0 (x， t)は

OW)=kfjJ一両口子ゾiよA.dA 
となる.(たとえば，住野静雄:!車問致墜 p.125参nの.がは零の温度線散係数 (=μ/cp，c:比
熱， ρ:密度〕である.いま

f叶~マーゐ
とすると，うえの θ(~'， t)は

q .14κ2¥  
θ(x， t) =千二'1・f(-~:什…..……H ・ H ・-…・… (1)
2V πμ¥がノ

となるが，との θ(x，t)が寒暖計3'と3との温度設にひとしい告である.

第1闘の (a)にf(u)，をあらわした.f (めは 11が小さいときはほとんどOで，百=0.3あたりか

ら急に大きくなりだす.したがって

生~~-t ='0.3・・ ・ (2)
X" 

をみたすような時刻tから 3'と3との温度差がるらわれるは歩、である.質輸につかった零の密

度は ρロ 0.35のしまり零で，筆者が熱偲導塁手μとρとの関係式的としてもとめた

logloμ=-4十2ρ

から μを計算すると 1.1.= 5.0 X 10-'1 cal/cm. oCとなるので，とれから温度嬢散係数dをもとめ

ると (比熱c= 0.50 caIJgrとする〉

JC2 = 2.85: x 10-3 cm2fsec 

がえられる.(2)式で，ぉ=6.7cmとし， K.2にとの値をいれて t~ともとめると

t = 20min 

となる.すなわち，資際I亡3'と3とに温度差がるらわれた時間20"，25と一致する.とれで，と

の温度差が去国での鼓熱によるものであるととがたしかめられたわけである.また，だいたい

30分間は，表面の渡熱のえいきょうが温度3，3' には及ほないと考えてよい.

(4) 60分たつと，3'と 3との温度差は，第1悶(b)(c)い歩れのIまあいも，1.9ぴCなる.しか

し， (1)式の θとくらべるた占うには，との1.90'Cは小さすぎる.塁手をいれた箱のr!Jはせまく，零

の表面と寒暖計との距離と訟なじ程度。巾でるる.箱のまわりほ O'Cにたもたれ℃いるから.

表面からくる熱の流れは全部が m方向に平行にならや，一部は左右にそれる.それで、箱の中央

の紘のうえの溜度は熱のVleれが m方向に王子行に流れると考えたー共元のぼるいにくらべてひく

くなる.とのととに封ずる捕iEt::つぎのようにしてもとめた.箱の長さa::7J'(平方向に無限と考

え，ごさえ~の熱のながれを考える.そして，箱のそとがわの温度をと O'C，零の表面温度を l
O

C に
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たもって会いた定常j氏態での寒暖計3の温度を θz〆とする.いっぽう，箱の巾も無限にひろいと

したときの一次元の定常紙態での3の温度を θ3とすると，計算の結果

θど:θ3= 39 :50 
となった.とれば，定常欣態についてもとめたもので，質験したときの保件とはちがうけれE

も，賀郡された温度差をうえの比率にしたがって補正すれば，一決元の熱の流れの場合に封ず

るほど正しい値に号、るであろう.

質測された温度差1.9"Cに50/却をかけると 2.40Cとなる.したがって，一次元の問題として

考えたθ(a，t)について

θ(6.7 cm， .60 min) := 2AC 

の関係がなりたち，とれから(1)式をつかって，表面にまいた掛が零にるたえる熱量 qがもとめ

られる.その結果は

q = 16 calfcm2
• hr 

となった.

ロピッチ日射計ではかった水王子商の日射量Qは，第lj:Silの(b)，(c)について

(b)のぼるい Q = 54 caIJcm2
• hr 

(c) // Q = 48 // 

でるった.したがって qはQのほピ 30%となる.

(5) qの値は，まいた粉の量によってかわるは夕、でるる.いまのほあい，表面がうすぐろ

くなる程度にまいたのであるが，顕破鏡で零の表面のお民hをとって， まいた紛が零の表商をか

くしている面積と全面積との比をもとめたら 20-25%で、るった.

日光に封ずる粉の吸牧喜容は909ちとしてよいであろう.すると，零の去商にまいた粉は，粉の

表面遮へい卒を23%として，投射する日光Qの23x 0.9 = 21%しか吸牧しないととになる.

それにもかかわら歩粉から零に Qの30%の熱が惇えられるのは治かしい.しかも， ;f3}が吸牧し

た熱は全部零に儒えられるのではなく，一部は2ii:筑にもるたえられるから，粉が!吸11交する熱量:

は30%よりも大きい筈である.しかし，との矛盾はつぎのようK考えればとりのぞかれる訟

にかくされていないととろから，零のなかにはいりとむ白光は779ちになるが，とのうちの70.96

は零のなかで散乱されてまた外えでようとする. とれがまた粉に 3って一部i吸軟されるから

震際tz:粉が吸J段ずる熱量は Qの

21十 77x 0.7 x 0.23 x 0.9 =・32%

に'Ii.る.
侮

とれでみると，土の粉がl吸i汝した熱量は0.32Qで，粉から零に興えられた熱量はO.:-:OQであ

る. もちろん，との32とか30という数字はそれほど正確なものではないが，それにしても，

‘包
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粉が吸収した熱のほとんど全部が零に輿えられるというととはできる.粉からは，その一部の

熱量が空気にもあたえられるが，それが非常に小さいわけで， との質騒を3なとたったよう友気

温 -1--2'C，風建1m/secという篠件では，ほとんeOであると考えてよいととになる.

(6) よごれのない零の表問の光の反射吾容は普通70%で重うるから，投射した日光の 30%が

零のなかで、吸牧される.とり吸吹は表面だけでおとるのでは怒しるとでとりるつかうようにp

表面ちかくのかなり厚い騒でおとる. とのため，零Dなかで熱が殻生して，その場所の温度を

たかめる.しかし，第1置の (b)，同の3とYとり温度差が30分ちかくもほとん苫るらわれな

かったととは，表面に粉をまいてもまかなくても，塁手の内部で後生ずる熱にはほとんE鑓りが

ないととをしめしている.すなわち，粉をまいても，零D内部にはいりとむ光の量Jまるまりへ

らたかったわけで，粉が~;J守っている面積がうえKのぺたように全面積の 23% という小さい

ものでるるととからもうかがわれるととである.ーしかし，ごく少しではるるが，さきに注意し

たように，第1tl凶(b)，(c)で，はじめの 20min間3'が3よりすとしひくし主主のなかにはいる

光の萱がへったととの塁手響を示している.

(7) うえのととを，投射した日光の強さを 100として去にとりまとめると第1表のように

なる.

第 1表 f;t~によって日射がうける礎化

気温…1.5'C，風速 1m!sec， ~の比重! 0.35・

土をまいたとき 土をまかないとき

(1) J交~H8 ずむの強さ 100 100 

(2) 土の殺の言受溜遮へい~1 (¥.23 0.00 

(3) 表磁で吸4.たされる投島j光 100XO.23X 0.9 =21 。
(4) 芸家のなかへはいる光 100X(1-0.23)=77 100 

(5) 雪のなかで吸.1ftされる光 77x03.=23 100XO.3=30 

(6) 反射光として内部から表面に主義する光 77xO.7=54 JOOxO.7='70 

(7) 宮廷liiiで吸J/tされる反射光 5<:1， X 0.23 x 0.9 = 11 。
く8) 吸J/tされる光の全部:(2)十 (5)+ (7) 65 30 

(9)、 土の粒が吸4止する光:(3)十p) 32 。
(10:' 土の粒から霊童にったわる熱 30 。

i含

表の(1)から'(9)までi':l簡単及推論で、えたものでるるが， (9)の値が質際に測定してえた(10)の

位とだいたい一致するととは，との簡車なJ世論がEしいととの謀、づけとみてよい.(8) Ij~ 値~比

i践すると，直接に日光から零に興えられる熱エネルギ{が，宰の表面にうナ黒くなる程度に土

告とまくととによって，だいたい2俗に増すととになる.また，との測定は，筑混がーrcぐら

いのときに行ったもので，零が盛んにとける頃の筑温はもっと高い.集?毘が高ければ高いほ

e，土の粉から塁手にゆかないで、空気に興えられる熱はへるわけである. それゆえ普通の場合，
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土が股j伏した熱は，そのほとんど全部が零に倖えられると考えることがでをる?

II 翠の内部て現控され，~喜光

(1) まえの翠では，表面から内部にはいった光の吸牧については，その全躍をひとつDも

のにまとめて考えた.との主主では，それをとまかく考えてみ7.5.

続零のなかに光がはいると光は瞭散光になるが， との践散光を下むきと上むきとのふたつの

部分にわける.光の進むむきが，下むきの成分をもっているものはみな下むをの光のなかにい

れ，上むをの成分をもつものはみな上むをの光のなかにいれる.そして，水平な 1cm~ (f)面に

1 sec のあいだにる?とる下むきの光の量を 4 上むきの光の量を B とナる.表面から下むきにさI~

標 mをとり，厚さ dxのj音を考えると，A， Bのうちの一部 αi1dx，αBdxはとの唐によって殴牧さ

れる.αは吸J段係数である.のとりの光は唐を超過したり，麿によって散乱されるが，Aが散乱

されると散乱された光の一部分は Bになる.それを σAdxとして， σを反縛係数といふととに

する.りとりの散乱光や語過した光はdとしてE去をとおりぬける.Aとゐなじく，Bもまた，

そのうちの σBdxがdに反it喝される.

A， B に釘しては

aAldx =ー (α 十，a)A十 σBl
}・(1)

-dBldx口一(α 十 σ).β+σA) 

が主主担?とち，X=∞でA，BがOになるといふ僚件で(1)式をとくと

A=ふE-A九 B=~二旦 d
リ A+α ←

A="J a (aτ抗了
となる. Ioは積零の表面に投射する光の強さで，x=Oでの dの値んにひとしい.x=Oでの

Bの健Boは三章。表面から外えでてゆく反射光であるから，積雪表面の反射係数 rは

」ーαr=一一..........................“・・・・・‘・・・・“・‘ (2) 
A+α 

となる.

(2) あとで箆験と比!践するが，質験にワかワた零〈密度0.35のしまり翠〉に到しては，大

浦浩文の測定ぐのによると

r =O:i， A = 0，5/cl11 

:がもっともたしからしい値である.Aは，容の去函のしたいろいろな深さのととろで，上から

くる光，すなわち dをと測定してきめられる.外関の測定者による値には， 0.07から 0.45にわた

るいろいろな値があり，日本では長末雄(~)と吉村信吉仰とがそれぞ、れ 0.127， 0.167 の値~得た.

大aui告文の値段， とれらの飽にくらべると非常に大きいが，筆者と;fo'1xじ場所(札i幌市，北海

道大接部内)の主主についての制定で，いまのばあい， もっとも地雷主主他と足、はれるので，その



絞翠による日射砲吸 4主 23 

f患をとるととにする.

(2)式に r，Aの'砲をといれると， I汲J伏係数は

α= 0.08jcm 

となる.ナjよわち，教i度0.35ぐらいのいちばん普通の扶態の零については

α= O.l/cm 

として，大きなまちがいはないでるろう.

(3) 光を吸収するのは，零を作っている氷の粒である.したがって，厚さ 1c111の零も，氷

だけの障さrCt:J:.:teせば，その密度~氷の密度 0.92 でわてコただげの厚さになる.それゆえ，氷の

厚さにして1c111の零についての吸牧係数は，うえのαの値を0.35x 0.92 = 0.32でわった0.3/cm
となる.氷の塊による光の吸l炊係敢については，あまりたしか註測定値がないがだいたい

0.005/cmの程度である.零の氷の粒，r吸収保数0.3はとれにくらぺると非常に大きいが，それ

は~立の氷の粒では，粒の失面での反射や屈折のため，光がなん問も氷の粒のなか~通るから

である.0.3 --T-0.005 = 60であるがら， 60 I司ほど過る勘定になる.

(4) 写のなかで、零の翠位髄駄について吸収されるエネルギ{は

日(t1+ B) =α(1十，.)Ioe-!.x…………ぃ・.. . ~ .くの

で，とれが熱としての零の温度をたかめたり~撃をとかしたりする. との熱量を計算するのに

は， αの{底が必要でるるが， うえのようにしてα=O.l/c111ときめたとしても，きめかたがあま

りに間接である.それで，直接に吸収されるエネルギ【喜どはかつて α の値~比俊ずる質験をし

た.

裕 ...__ ~ ， 131m 
まえの章の占訟とゐなじ方法でbるが，ただ箱IIの零の表 loc+1.20C 
面に土をまくかわりI'C，夜間から 1.7C111の深さのととろによ ~-之 tnVs

E
F
 

仁
U

z 

3'とに差がるらわれなかったが，

らわれて時間がたつとともに，ほど時聞に比例して大きくな 2 閲

く酷いた亜鉛板を水平にいれておいた.亜鉛杭の位置は，患

段計1と2との聞である.箱は 1，IIともに境界保件は沿なじ

で，ただ Iでは日光が零のなかふかくはいるととができるが

IIでは 1.7cmより下まではとどかない.第2岡 (ωaめj白賀娘が

箱 1，烈紘が箱 IIの温度誕

3お旨なヒ理由カか》ら，去商のした6.1cmのふかさの温度 3，31だ

けをみる.

ってゆく .*段計3には光がるたり ，31 には光があたっていない.寒暖計のアJレコ戸;L-は赤く



/ 

24 吉備関 l!I貫 主E

fA~占うであるた ðò ， 光をよく吸収ずるので，そのために 3 の方が Y よりも高くなった心理がるる.

しかし，去面から 7cmほどの深さでは，との彰響も多少あるが，第2隠!の8と3'とにみられ

る温度差にくらべれば小さいととを，ほかの方面でたしかめてある.

日光をるてると 3と3'との温度差がすぐにでてくるととは，箱Iの317，)場所-で光が吸i汝され

たた占うとみなければならない・ 30minで 0.8Tの温度差になワたが，吸l伐された熱が全部との

温度上昇につかわれたと考えると，翠:ι輯度を 0.36として

0.8 x 0.35 x 0.5 (氷の比熱)= 0 14 cal/cm~ 

となる. とれは 30min問の値で， 1時fm.については

0.28 cal/cm3
• hr 

でるる

(5) ロピッチ日射計の測定によると，日必j霊は 50cal/cm~. hrでるった.(;3)式のむにとの

第 2a受 1II在をいれて吸牧ヱネ )1ギ{主計算するととができ

祇雲の表面Lた6.7clllでの先の吸lllt

投射日光 cal/Clll.2hr 59 

l汲J¥lc熱量 11苛等{夜 10.28 l' 0.34 
や cuI/cm3• hr I笈 il!iJfJ直 I 0均 I 0.:性

る.第2去の 2行自に，との計算{也と，うえのよう

にして質験でき占うた位とをあげた.

第2闘 (b)は，箱Iにはガラスヰ[えく尽さ 2mm)，

箱 IIにはJjIfらいた1f[J{板(厚さ 0.5mm)をかぶせた

場合のものである.雨方の箱とも，零をつめただけで.なかに亜鉛板はいれてない.長 Iでは日

光が零のなかにはいるが， IIでは金認はいらない.そのほかの瓢では，境界保件がほぼひとし

いので，第2凶(めでとおなじととがいわれる.
d!' 

第2凶 (a)の場合でも (b)の場合でも，光が零のなかにはいって熱を習生するが，京国にちか

いほど護熱がつよく，温度上昇cが大きいはやである. との去面ちかくの大きい温度上妻子治~M:i 1 

の寒暖計3にえいきょうするおそれがある. しかし，まえの章でみたように， 30 minでは，去

商の護熱は装i設計3まではとどかない.それゆえ，惑唆計3と3'とは，箱のふたをとワて日光

をあてだしたのちの 30min聞は，その場所で議生する熱のあるな L以外にはまったくゐなヒ候

件にある.

第211記(b)の場合にも， 3と3'との温度差は，時間に比例して大きく主札 .30minで1.0̂Cに

たった.とれは 0.3.，1calfcm3
• hrの熱の吸収にる?とる. 日射笠は 59calfcm~. hrで，とれから計算

した値t.e第2去の第3行に示した.

(a)， (b)ふたつの場合とも，質測位と計算値とはまったく一致し'Cいるが，とれは偶然であろ

う.しかし，とのととから3 吸牧係数αt.eO.lfcmとしても，たい Lた誤りはないととがたしか

必られたわけである.

(6) α=  O.lfcmとして dム(a-+-2q)= A = 0.5 から!叫[~(係数 σ を計算すると
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σ= 1.2/cm 

となる.

な~， A口 0.5/cmとして計算すると，吸l役されるヱネルギ戸全躍の50%は表面から l.4cm

までの間で， 90%は4.6cmまでのるいだで吸lfxされるととになる.融零期になってからでも，

気温がさがって，積零の表面が O'C以下になるとともbる.しかし， EI射のために.内部で熱

が設生するので，表面ではなく，内部で融零が沿とるとともありうるわけでるる.

'摘要

話Z立の表面にまいた土によって吸I伐された日光のエネルギ{が~の程度に零にうたわるかを

しらべるため，つぎのような測定をした.木の箱に零をつめて表面に土3とまき， -10oCにひ

やす.とれをもit零のなかにう歩めて日光をるで，箱の零の内部の温度の援化を測定する.表面

で~に興えられる熱量 q が零のなかに侍わってゆく漣さ~熱倖導の理論からもとめ，測定から

知られる箆際D温度 k昇と比較して q の値~定めた.一方，零の表面の13員をとって，土の粒

が零の去面1r:;}号沿っている面積をもとめ，それから土の粒が吸牧ずる目先のエネルギ ~fJ' を計

算した.日光の強さは，ロピッチ日射計で測定した.その結果，fJはイの 90銘以上になり，土

がl汲牧した熱はほとんE全部雪ーに偲えられるととがわかった.

続容の去面に言うたる日光は，零のなかにまではいる.炎治iからの深さを mとすると，主主vt.r..

かの光の強さは e-A"'1Z:比例する.光の一部は零に吸収されて熱になるが，その吸j段係数αは」

と，零つ去商反射係数とがわかれば理論判!'L計算できる.その結果 α=O.1/cmとなった.しか

しとのきめかたはあまり間接なので， うえに設明したのとおたじように，木のlMにいれた零

に日光をあて，その温度上昇から零の内部の殻熱量告ともとめた.その結果は， α=0.1として計

算した護熱量とよく一致した.

との研究は文部省科皐研究費， 日本壊術振興食椀助により行った.測定は笹谷雅信，内海威

蔭の雨社にしてもらった7)であって，と~!'L記して感謝の立を表わす.
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Resume 

1. Soilparticles scattered on the SI10W surface accelerate melting of snow， because they 

~þsorb well the heat of sun beams which fall UpOI1 them and share it to the SI1OW. Heat 
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quantity q which is given by the soil particles to th巴 Sl10Wwas determined experimentally. Two 

wooden boxes 1 and II of the same size 12 x 20 x 10 cm3 were filled up to their rims with 

snow (specifie weight:フ0.35)and a thermometer (diameter: 3 mm) was inserted horizontaIly 

into the snow through a smaIl hole on one side of each box at the depth 6.7 cm from the 

snoザ surface. After having been cooled to -10
o
C in a cold chamber， the boxes burried in t出he

S1口lOW0∞ov巴目rwi託thtぬh犯巴eirrims inロlthe犯邑 s鈎am巴 level of its surfおacα巴，

Th巴 surfaceof the snow in the box II was scattered with soil particles and that of th巴 box

1 was not. Temperature difference L11' was observed between the thermometers of each box. 

L1T must b巴 dueto the heat quantity q. By solving differential equation of heat conduction 

with appropriate boul1dary cOl1ditions， functional re1ation between q and L1T was deduced and 

q was calculated by meal1S of this function and the observed value of L1T. 

q was found to be ri10re than 905'0 of the heat quantity q' which the soil particles absorbed 

from the sun beams. 

II. Some of sun beams which-fall upon the snow penetrates into its interior and is absor' ed 

and.sc且tteredby its ice granules. Intensity. 1 of diffuse light in the interior of snow cover can 

be expressed by a formul<l;ダ会=んr一λ包， where a; is the distance from th巴 snow surface and 1" 

is the intensity of the direct sun beams. The児ea油bso似r予pμtionc∞O巴ef丘印f白ficiたE釘叩n批1比tα of li弘g批 in the int旬巴rio例r0ぱf 
snow cover can be calc印ul弘at伐edfrom the児巴 values 0“f A and reflection power l' of sno叩owsurfa乱cα巴.
By adopting the values r口 0.7，A = 0.5/cm.，αis found to be 0.09/cm. But th巴 abovedeter司
mination ofαis very indirect. So the author tried to d巴termineit by a mor巴 directway. 

The sam巴 boxesas in th巴 aboveexperi'nent 1 were used. A sheet of polished zinc plate was 

burried horizontal1y in the snow of the box II at the depth 1.5 cm. from the snow surface. 

The sun light pel1etrate4 deep in the box 1， but it did not in the box II stopped by the zinc 

plate. The effect of absorbed light in the interior of snow manifested itself in a temperature 

of the thermometer of the box 1 higher than that of the thermometer of the box II. 

The temperature differel1ce observed between the two thermometers was il1 good agreemel1t 

with the value of temperature difference which was calculated by assumil1g 0.09 tor t 

d 
6 


